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　夏休み期間を利用して、郡内の高校に通う４名の高校生が第二つつじヶ
丘学園（障害者支援施設）で２泊３日の宿泊体験実習を行いました。
障がい者の方との作業や体験などの触れ合いを通して、福祉への理解を深
め、関心を高めてもらう良いきっかけになったようです。

　ボランティア情報……………… P2
　社協インフォメーション……… P3

　赤い羽根共同募金……………… P6
　福祉まつり（告知） ……………… P8

あなたのまちの
幸せのために

この広報誌は、共同募金
の配分金を受け製作して
おります。

ワークキャンプでたくさんの出会い
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　あさぎり町内では日々様々なボランティアの方々にご活動いただいております。
利用をお考えの方、また地域の中でこの方どうかな？と思われる方がいらっしゃいまし
たら是非社協までご連絡ください。

活動名 内　容 対象者

もしもし達者な電話
平日 10時～ 11時の間、ボランティ
アの方より電話があり安否確認や見
守りを行います

ひとり暮らしや日中
独居の方など

声のお便り便
町や社協の広報誌をボランティアの
方が代読し、テープ等に編集したも
のをご自宅へお届けします

文字を読むことが不
自由な方など

傾聴ボランティア
「誰かに話を聴いてほしい」と日頃思
われている方のお話しをお聴きし、
想いを共有するボランティアです

話を聴いてもらいた
い方など

※ボランティア活動に興味がある方もお気軽に社協までご連絡ください。

　認知症や知的障がい、精神障がいなどによって判断能力が不十分になられた方が、住
み慣れた地域で安心して暮らしていくために、成年後見制度や地域福祉権利擁護事業の
活用をお手伝いします。

地域福祉権利擁護事業 成年後見事業

対象者 本人の判断能力が低下し、日常
生活を営むのに支障がある者

本人の判断能力が
・不十分な者➡補助
・著しく不十分な者➡保佐
・欠く者➡後見

援助者 あさぎり町社会福祉協議会専門
員、生活支援員 成年後見人、保佐人、補助人

手続き 社会福祉協議会に申込み 家庭裁判所に申立て

援助の種類
・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理
・書類等の預かり

財産管理・身上監護に関する
法律行為の同意権、取消権、
代理権

費用

・契約費用は無料
・締結後の援助は利用者負担
一般世帯：900円／時間
保護世帯：無料

・申立費用：原則申立人負担
・後見人等に対する報酬：本
　人負担

１．法人として後見人等を受任
２．地域福祉権利擁護事業の活用
３．相談（無料）
４．制度の普及・啓発
５．関係機関との連絡調整

事業についての
内容や問い合わせなど
お気軽にご相談ください。
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地　区 上地区 岡原地区
住　所 『旧上村役場内』

あさぎり町上北 1855 番地１
『専立寺保育園』

あさぎり町岡原南 868 番地

会場名 子育てひろば ひよこサークル
実施日 毎月第１・第３　火曜日 毎月第２・第４　水曜日
時　間 午前９時 30分～午前 11時 30分まで 午前 10時～正午まで
利用料 １家族　100 円 なし

内　容

季節に合わせた簡単な小物の手作りや茶
話会など♪
色々なオモチャもあり、子育て
スタッフも皆さんをお待ちして
います♪

園庭遊びや、同年齢の子どもたちとの交
流、ママ友を作って情報交換など、楽し
　　いことがいっぱいです !!
　　是非一度お越しください
　　※お問い合わせ先…専立寺保育園
　　　電話　45-4372

子育て用品
・チャイルドシート
・ジュニアシート
・ベビーバス
・歩行器　・バウンサー
・ベビーカー　などなど

福祉用具
・車いす　・ポータブルトイレ
・介護用ベッド
・福祉車両　など
旅行や在宅の短期間の利用など
　　　にご利用できます

　ファミリーサポートセンターは、地域において育児等の援助を受けたい
人と行いたい人が会員となり、育児や介護について助け合う会員組織です。
　
●活動内容
　・保育園や小学校などへの子どもの送迎
　・保育園の開始前や終了後の子供を預かる
　・保護者の病気や急用等の場合に子供を預かる
　・買い物等外出の際、子供を預かる　など

「協力会員」（子どもを預かり、子育てを応援できる方）と、
「依頼会員」（生後 3か月から小学 6年生までの子どもを預けたい方）
の募集を行っております。まずお気軽に社協までお問い合わせください !

　毎月行われている子育てサロンのご案内です！是非ご利用ください♬

●利用料金（30分あたり）
　・平日（午前 7時～午後 7時） 250 円
　・早朝（午前 5時～午前 7時）　 300 円
　・夜間（午後 7時～午後 10時） 300 円
　・土日祝日（終日）　　　　　 300 円
●ご利用にあたり、会員の登録（無料）が
　必要です。
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児童部会研修を行いました
あさぎり町民生委員児童委員協議会

楽しい夏休みの思い出を作りました
一日父親母親事業

　

９
月
９
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
の
児
童
部
会
の

研
修
と
し
て
多
良
木
町
立
多
良
木
学

園
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
郡
内
施
設
の

現
状
を
知
る
為
に
児
童
部
会
の
５
名

が
参
加
さ
れ
、
施
設
の
現
状
や
子
ど

も
さ
ん
に
対
す
る
接
し
方
に
つ
い
て
話

を
伺
い
、
そ
の
後
施
設
見
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
児
童
に
関
す
る
相
談
が
多

様
化
し
増
え
て
お
り
、
地
域
の
関
係

施
設
と
の
連
携
、
情
報
交
換
の
必
要

性
を
改
め
て
感
じ
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

８
月
20
日
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
対

象
に
、
親
子
48
名
で
大
分
市
へ
日
帰

り
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

水
族
館
う
み
た
ま
ご
で
魚
た
ち
と

ふ
れ
あ
い
、
そ
の
後
は
大
分
駅
構
内
の

大
分
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
で
買
い
物
等
を
楽

し
み
ま
し
た
。
大
分
ま
で
の
長
い
移

動
時
間
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
お

母
さ
ん
か
ら
は
「
普
段
な
か
な
か
行

け
な
い
大
分
ま
で
行
け
て
、
夏
の
い
い

思
い
出
が
出
来
ま
し
た
」
と
子
供
た

ち
と
充
実
し
た
１
日
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

児童福祉の推進のために日々勉強いただいております

晴天にも恵まれ、楽しい 1日を過ごしました

災害ボランティアセンター設置訓練
あさぎり町ボランティア連絡協議会

　

８
月
27
日
、
五
木
村
に
於
い
て
第

６
回
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
郡

市
す
べ
て
の
社
協
と
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
あ
さ
ぎ
り
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
も
大
規
模

災
害
に
備
え
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
、
足
湯
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
熊
本
地
震
の

復
興
支
援
に
参
加
し
た
経
験
を
活
か

し
、
各
コ
ー
ナ
ー
の
配
置
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
す
る
説
明
な
ど
も
よ
り

実
践
的
に
行
う
こ
と
に
心
掛
け
実
施

し
ま
し
た
。

本番さながら緊張感をもった訓練になりました

秋の味覚を探しに梨狩りに挑戦！
青空ピクニック事業

　

９
月
11
日
、
球
磨
村
に
青
空
ピ
ク

ニ
ッ
ク
で
梨
狩
り
体
験
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
障
が
い
を
も
た

れ
て
い
る
方
と
ご
家
族
の
外
出
す
る
機

会
を
設
け
、
交
流
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
38
名
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は

初
め
て
梨
狩
体
験
す
る
方
も
お
ら
れ
、

皆
さ
ん
時
間
い
っ
ぱ
い
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
昼
食
は
田
舎
の
体
験
交
流
館
『
さ

ん
が
う
ら
』
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
み

な
が
ら
、
大
自
然
の
中
色
々
な
話
で
盛

り
上
が
り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

うま～か梨のとれたば～い！
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地域の清掃・美化活動に取り組みました！
あさぎり町老人クラブ連合会

　

９
月
20
日
に
、
奉
仕
活
動
の
一
環

と
し
て
、全
国
一
斉「
社
会
奉
仕
の
日
」

の
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
９
月
中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
状
況
に
併
せ
た
清
掃
・
美
化
活

動
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
る
ク
ラ
ブ
で
は
、『
皆
さ
ん
、

強
力
な
草
の
根
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら

も
、
作
業
終
了
後
に
は
笑
顔
が
見
ら

れ
ま
し
た
。』と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
集
い
、
皆
様

の
パ
ワ
ー
を
地
域
に
広
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

残暑厳しい中に大変お疲れ様でした

日帰り旅行でリフレッシュ♪
家族介護者交流事業

　

在
宅
で
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
々
の
交
流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目

的
に
、
９
月
27
日
に
阿
蘇
市
へ
日
帰

り
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
農
園
バ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
後
は
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
熊

本
地
震
の
爪
痕
残
る
阿
蘇
神
社
の
参

拝
と
、
門
前
町
商
店
街
を
散
策
し
ま

し
た
。
阿
蘇
の
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間

に
触
れ
な
が
ら
「
久
々
阿
蘇
に
来
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
明
日
か
ら
頑
張

れ
る
活
力
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
も
聞
か
れ
、
介
護
者
同
士
の
交
流

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

一日も早い復興を祈り、阿蘇神社を参拝してきました

あさぎり町社会福祉協議会職員採用試験を実施します
　平成 28 年度あさぎり町社会福祉協議会職員採用試験（平成 29 年度採用）を次
のとおり実施します。

採用職種 一般事務
採用予定人員 １人程度

受験資格
昭和51年４月２日から平成11年４月１日までに生まれ
た人で、社会福祉士免許取得者（免許取得見込みの人）、
または地域福祉の推進に熱意のある人

申込受付期間 平成28年９月30日（金）から10月21日（金）まで
第一次試験日 平成28年11月20日（日）

※試験内容の詳細については、町のホームページへ掲載しています。

問い合わせ：
　あさぎり町社会福祉協議会　総務課　　☎４９－４５０５
　（土・日・祝日を除く、午前９時から午後５時まで）



6

広報あさぎり社協
第34号

社協会費納入のお願い
　社協は、地域の誰もが安心して暮らし続けることが出来る福祉の町づくり（地域福祉活動）
を実現するために、地域住民の皆さんを会員とし構成された、公共性の高い民間の社会福祉団
体です。社協は、町民の皆様から頂戴する社協会費、寄附金や町補助金、町受託金、共同募金
の助成金等を主な財源として、地域福祉や在宅福祉の推進のため、皆様のご理解・ご協力を得
ながらさまざまな福祉活動に取組んでいます。
　社協の趣旨並びに福祉活動にご理解賜り、ご協力い
ただきますようお願い申し上げます。
　昨年度の実績額は2,348,500円です。

赤い羽根共同募金のお願い
（運動期間：１０月１日から１２月３１日まで）

　10月から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が展開されます。
　あさぎり町でも運動期間中、戸別募金を中心に職域募金、街頭募金等の運動を行います。
　皆様方から寄せられた温かい善意の募金は県共同募金会を通じ、県内の各福祉施設へ助成さ
れるとともにあさぎり町の地域福祉活動に生かされています。昨年度は、2,374,451円募金い
ただきました。一世帯あたり５００円を目安として、ご協力をよろしくお願いします。

会費や共同募金の助成金は様々な事業に使われます。

社会福祉施設での宿泊体験をと
おして、福祉への理解と関心を
高めることを目的としています

子育て中の親及び家族 ､妊婦の
方向けのサロン事業

手話教室をはじめ、疑似体験な
ど要援護者の立場を理解する事
業（須恵小学校での点字体験学
習の様子）

障がい者の方の外出の機会と交
流の場をもうけ、生きがいある
生活を送っていただくことを目
的としています

地域の高齢者や保育園児と交
流競技をとおして心と身体の
健康づくりに取り組みます

ボランティアによる高齢者宅

へ、電話を使った安否確認事業

一般会費（年額：１口）　　５００円
賛助会費（年額：１口）１，０００円
特別会費（年額：１口）５，０００円

ワークキャンプ事業

もしもし達者な電話事業

福祉入門教室

子育てサロン

青空ピクニック

軽スポーツ交流事業
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（
平
成
二
十
八
年
四
月
〜

平
成
二
十
八
年
八
月
末
）

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
使
途
に
つ

き
ま
し
て
は
、
慎
重
に
考
慮
の
う
え
、

社
会
福
祉
向
上
の
為
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

校
区 

寄　

附　

者 

故　

人

上 

濱
村　

良
子 

濱
村　

清
春

岡
原 
高
尾　

キ
ク
エ 

高
尾　

金
盛

岡
原 
小
見
田　

和
行 

小
見
田　

フ
ミ

免
田 

川
原　

正
倫 

川
原　

サ
カ
エ

上 

嘉
村　

勝
正 

嘉
村　

孝
子

岡
原 

東　
　

順
一 
東　
　

忠
雄

上 

小
松　

英
一 
小
松　

ミ
キ

岡
原 

椎
葉　

フ
サ
子 

椎
葉　

キ
ミ
コ

免
田 

松
田　

利
次 

松
田　

シ
ヅ
カ

免
田 

折
戸　

幸
枝 

折
戸　

刈
穂

上 

本
郷　

ス
ミ
エ 

本
郷　

一
典

上 

野　
　

富
美 

尾
方　

モ
ゝ
エ

上 

種
村　

則
人 

種
村　

シ
ヅ
エ

免
田 

片
平　

典
夫 

片
平　

ヱ
ミ
子

上 

國
政　

博
明 

國
政　

キ
ク
エ

 

北
九
州
市
在
住 

 

免
田 

尾
方　

栄
次
郎 

尾
方　

シ
ズ
ノ

岡
原 

酒
井　

憲
之 

酒
井　

ミ
ト
メ

上 

髙
山　

美
由
紀 

平
田　

武
士

 

熊
本
市
在
住 

 

免
田 

遠
山　

美
代 

遠
山　

末
喜

岡
原 

中
村　

雄
治 

中
村　

正
喜

免
田 

黒
木　

國
麿 

黒
木　

恵
介

免
田 

谷
口　

優
子 

谷
口　

國
島

上 

田
野　

博
一 

田
野　

イ
サ
子

上 

川
田　

榮
子 

川
田　

義
信

上 

下
川　

竹
子 

下
川　

重
行

上 

犬
童　

ミ
エ
カ 

犬
童　

彌
吉

免
田 

那
須　

龍
介 

那
須　

モ
ト
ヨ

上 

尾
方　

直
貴 

尾
方　

静
男

 

春
日
井
市
在
住 

 

岡
原 

村
田　

ア
キ
エ 

村
田　

太
作

免
田 

前
田　

和
子 

宮
原　

照
子

岡
原 

西　
　

ハ
ツ
子 

西　
　

源
一

深
田 

石
塚　

亨
子 

石
塚　

三
吉

上 

豊
永　

ミ
ド
リ 

豊
永　

住
男

免
田 

梅
田　

洋
一 

梅
田　

ス
ズ
コ

上 

永
岡　

弘
子 

宮
原　

ト
ミ
子

 

錦
町
在
住

深
田 
谷
山　

浩 

谷
山　

千
代
子

 
寝
屋
川
市
在
住 

 

上 

川
辺　

隆
幸 

川
邊　

徹

免
田 

桑
原　

里
加
子 

桑
原　

康
隆

 

熊
本
市
在
住 

 

上 

西　
　

信
行 

西　
　

ア
タ
ミ

免
田 

川
峰　

寿
子 

川
峰　

一
介

深
田 

宮
﨑　

け
い
子 

宮
﨑　

一
喜

岡
原 

岸
川　

浩
二 

岸
川　

タ
ミ
子

免
田 

吉
村　

茂 

吉
村　

ミ
ハ
ル

深
田 

丸
尾　

登
代
子 

丸
尾　

清
喜

上 

前
田　

忠
男 

前
田　

フ
ミ
子

上 

生
田　

敏
男 

生
田　

ス
ス
子

免
田 

東　
　

淳
子 

東　
　

忠
輝

 

迫　
　

哲
郎 

迫　
　

照
美

 

人
吉
市
在
住 

 

免
田 

桑
原　

キ
ミ
カ 

桑
原　

百
合
子

ヘルシーランド食堂の
営業休止のお知らせについて

　いつもヘルシーランドを御利用いただき誠に有難うございます。
　さて、この度ヘルシーランド内で営業をしておりました食堂につきまして、
誠に勝手ながら９月 25 日をもって営業を休止させて頂きました、皆様方には
これまで永い間ご利用下さいまして心より感謝申し上げます。
　なお、今後の再開の予定はたっておりませんがご来館の皆様には大変ご迷惑
をおかけしますが、何卒ご了承いただきますようお願いいたします。

ヘルシーランド薬師温泉
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■
編
集
・
発
行
/
あ
さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
広
報
委
員
会

■
発
行
責
任
者
/
あ
さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
愛
甲
一
典

■
広
報
あ
さ
ぎ
り
社
協
　
平
成
28
年
10
月
6
日
号
　
第
34
号

編
集
後
記

ご意見・ご要望・お問い合わせは　あさぎり町社会福祉協議会
〒868－0422　熊本県球磨郡あさぎり町上北1874番地　ＴＥＬ：0966－49－4505　ＦＡＸ：0966－47－0174

までお気軽にご連絡ください。

　

地
震
・
風
水
害
・
火
山
噴
火

等
が
発
生
す
る
度
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
状
況
が
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
、
そ
の

ご
苦
労
に
対
し
て
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。
こ
の
度
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
設
置
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。
七
つ
の
作
業
訓
練

が
計
画
さ
れ
、
作
業
の
順
に

従
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ど

の
分
野
で
も
係
の
方
の
指
導
の

も
と
、
て
き
ぱ
き
と
進
み
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
各
災
害
に

は
、
難
易
の
差
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
体
力
に
応
じ
た
作
業
は

何
か
を
は
っ
き
り
し
て
参
加
す

る
こ
と
で
す
。被
災
者
の
方
は
、

心
を
痛
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
被
災
者
の
方
の
苦
し
み
を

理
解
し
救
援
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
災
害
発
生

時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
占
め
る
割
合
は
大
き
い
で

す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意

義
を
理
解
し
、
町
民
の
連
携
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

短
い
訓
練
か
ら
学
ん
だ
こ
と

が
、
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
活
動

の
大
切
さ
を
よ
く
理
解
し
、
進

ん
で
参
加
す
る
町
民
活
動
を
期

待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

調
査
広
報
委
員
会
委
員
長　
　

　

白
濱　

保

～広げ
よう福祉の輪～

平成28年10月16日（日）
午前９時 30分～午後３時
あさぎり町須恵文化ホール

その他 婦人会や社会福祉施設によるバザーコーナーもあります

第14回
あさぎり町

　    福祉まつり

☆認知症啓発劇　劇団しゅんなめじょ
☆上杉　芳野氏　☆専立寺保育園

☆マヒナフラ・リュウキンカ　☆琉
りゅうちょうかい

跳會

☆社会福祉法人　翠光園　☆あさぎり町青年団

アトラクション

午後０時 50分
～３時

記 念 講 演
柴田 真佑 氏　午前10時20分～11時30分   
演　題『誰かのために！を力に変えて』
　　　　～　いのちを育む食育と防災の話　～


